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　附属病院にda Vinci®が導入されてから
10年が経った現在、先日から２台目のロ
ボットとなるhinotori™の稼働も始まり、
泌尿器科、消化器外科、呼吸器外科、産婦
人科の４診療科を中心に保険適用のロ
ボット支援下手術が広がっている。その中
で最も件数が多いのは泌尿器科であり、
2012年以降、前立腺全摘、腎部分切除、
膀胱全摘などを合わせて約600件が行わ
れた。その執刀をはじめ、学生たちの教育
にも力を注いでいるのが腎泌尿器外科学
講座の秦聡孝教授だ。
　そもそも日本で

 　daVinci®が承認されたのは2009年の
こと。当時、国内ではその導入に反対意見
もあったが、今ではすべての国公立大学

で運用されているほどに普及。ロボット手
術は傷や手術中の出血量、回復までの期
間が少なくて済み、患者へのリスクも負担も
かなり軽減されることはよく知られている。
秦教授は、執刀側のメリットをこう語る。
　「手で長い棒を持って行う従来の腹腔
鏡手術は、例えるなら竹馬に乗っている感
覚。慣れるまでに時間が必要です。対して

ロボットは自分の手を使っているように繊
細に動き、比較的直感で操作できます。短
期間の訓練で慣れてくるので、若手の習得
も早いです」。
　さらに、内視鏡やロボットで行う手術は
機材の先端に付いたカメラで体内を映す
ため、手技が動画で残せるのも特徴。その
ため、世界的権威の実技が公開されるこ
ともある。開腹手術の場合は手術台のま
わりで覗き込むようにして学んでいた手技
が、今は世界中どこにいても、そして誰で
もパソコンの前で学べるのだ。「動画に
倣って新しい術式が次々に試せますし、自
ら工夫し応用もできます。da Vinci®の場
合は3D画像でも保存されるので、再現性

も高い。今や、大分県にいても世界レベル
の手術が提供できる時代なのです」。秦教
授自身も2021年、膀胱全摘手術の一つ
の方法として「完全体腔内での尿路変更
術」を開発し、世界に発信している。

　そのメリットの多さから、ロボット手術
を希望する人は年々増加しており、県内に
も多くの患者が待機している状況。その
ニーズに応えるためにも「人材の確保、そ
して若手の育成が急務だ」と課題を挙げ
る秦教授だ。「これから医師を目指す学生
たちは、もはや医療ロボットとの接点を避
けては通れないでしょう。だからこそ、早い
時期から積極的に習得した方がいい」とア
ドバイスを送る。それが叶うのが大分大学
の医学部であり、秦教授は多くの県出身
者に地元での活躍を願っている。自らも大
分県出身者。地元で働くことは、医師と患
者双方にとって良いことだと持論を語る。

「患者さんが暮らす地域を知っていること
は何よりの強みです。病状はもちろん、
我々にとっては患者さんの背景を知ること
も大切だからです。そのためにはコミュニ
ケーションが欠かせないので、診察中の私
は大分弁のネイティブスピーカー（笑）。す
るとすぐに雰囲気が打ち解けるんです」。
　ただし、視野の狭い井の中の蛙には
なってほしくないとも言う。基盤は大分に
置きながら世界を見渡し、修業を積むこと
でスキルアップができる。それでこそ地域

に医療を還元できるからだ。東京の国立が
んセンター中央病院やアメリカの大学で
勤務した自身の経験からも、確信をもって
そう言えるという。熱望するのは、人間力
の備わった人材。都会では医師が充足傾
向にあり、逆に地方は不足している昨今、
「ロボット手術にはまだまだ将来性があ
る。ぜひ夢ある若者にこれからの大分の
医療を支えてほしいと思います」。
　なお、8月には「低侵襲手術センター」が
新設されたばかり。今後はより組織的に教
育、運用、安全性をマネジメントしていく。

▲hinotori™の操作を訓練する秦教授。従来のロボットに
通信機能が加わり、手術中のトラブルに備えメーカーと遠
隔で情報が共有できる

▲医学部の「スキルスラボセンター」で、学生たちに手技を
教える様子

　県内唯一の特定機能病院（※1）として高
度な医療を提供し続ける医学部附属病院。
特に腹腔鏡手術による低侵襲治療（※2）
は、その権威である北野学長が黎明期から
牽引してきた。近年はAIを活用した自動画像
診断技術の導入も進み、そのレベルは世界
のトップをリードする。

　こうした治療を可能にするのが、最先端を
行く医療機器の数々。附属病院では2010年
から長期間をかけて大規模な再整備事業を
行ってきた。増設した手術室の中には腹腔
鏡手術専用、あるいは手術台とX線撮影装
置を組み合わせたハイブリッド手術室も完
備。2012年から稼働する内視鏡手術支援ロ
ボット「da Vinci®（ダヴィンチ）」のほかに、
今年８月には国産ロボット「hinotori™（ひの
とり）」の運用も始まった。これは九州初の

例である。地方にありながら、都市部に引け
を取らない最新の治療環境が今、整いつつ
あるのだ。「ほかにも最先端の機器を数多く
導入しています。先進医療は高額になります
が、最近はロボット手術でも多くの診療科で
保険が適用されるようになりました。年々そ
の認可数は増えていますので、医療費も含
め、多くの患者さんにより負担の少ない治療
を提供していきたいと考えています」と展望
を語るのは、三股浩光病院長である。
　病院の屋上にはドクターヘリが待機し、
救急や災害時にも重要な役割を担ってい
る。災害対応に関しては、CERD（※3）と連
携する高度救命救急センターや災害対策
室を中心にこれまでも貢献してきたが、昨
年４月、大分県から基幹災害拠点病院に指
定された。「今後は、大規模なテロや南海ト
ラフ地震による原発事故なども想定した多
数傷病者対応訓練にも取り組みます」と三
股病院長。その知識を他の医療機関に教
育する使命もある。
　ある意味で災害級だった新型コロナウイ
ルス感染症に関しても、比較的症状の重い
中等症以上の患者を受け入れながら、救急
医療の維持と両立させてきた。ECMOを
使った例もあり「大分の医療の最後の砦とし
て、スタッフも命がけの現場だった」と医療
が逼迫した頃を振り返る。「幸い、感染症専
門の先生方や看護師たちがしっかりとした

知識を盾に、冷静に治療体制を整え対応し
てくれました。本当に感謝しています」。

　三股病院長は医学部（当時は大分医科大
学）の１期生で、卒業生初の病院長である。
入学当時の挾間キャンパスはまだ工事の途
上で、「良い医師になり、ここを良い大学にし
なければと思った」と思い起こす。その頃か
ら脈々と続く卒業生同士の人脈は自慢の一
つ。コロナ禍でもそれを物語るエピソードが
あったという。「私の専門である泌尿器科で
は、コロナに罹患した透析患者の受入先が
少なく課題となり、当院では積極的に対応し
ました。それを知った大分赤十字病院の腎
臓内科部長が、私と同期生という縁で『うち
も協力する』と言ってくれたんです」。
　より高度な医療の提供を目指しながら、
今後は医師の働き方改革や女性のキャリア
アップも加速させたいと言う三股病院長。
「救える命があるのなら率先して役に立ちた
い。そして日本のトップはもちろん、世界も目
指す」という思いを胸に、改革を続ける。

※1＝高度の医療やその研修の実施、高度の医療技術
の開発などを提供・実施できる能力があるとして厚生
労働省に認められた病院。
※2＝高度な技術を用いながらも、手術や検査に伴う
傷や痛みが少ない治療。患者への負担が小さく回復も
早い。
※3＝大分大学減災・復興デザイン教育研究センター

大分の医療の「最後の砦」として

「良い大学にする」誓いを胸に

普及するロボット手術

救える命を救えるように
高度な先進医療に挑戦する
附属病院の現在地

大分大学医学部附属病院

三股 浩光 病院長

昭和59年、大分医科大学を1期生として卒業。同大学院
医学研究科を修了。アメリカ・イェール大学への留学を
経て、大分大学で活躍を続ける。専門は腎泌尿器外科。

医学部
腎泌尿器外科学講座
秦 聡孝 教授

1999年大分医科大学医学部卒業。大分大学医学
部大学院医学研究科修了。国立がんセンター中央
病院レジデント、南カリフォルニア大学泌尿器科リ
サーチフェローを経て母校に戻り、大分の医療レ
ベルアップに尽力。
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附属病院の高度な先進医療
「医療の現場から」

夢ある若者を求む！
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Leader's Voice 高度な医療をリードする現場から
秦 聡孝 教授  ▼ ロボット支援下手術

医療ロボットの開発が進む中、大分大学が誇る腹
腔鏡手術も最先端のロボット支援下手術に変
わってきた。その過渡期から携わっている秦聡孝
教授に、メリットと課題をお話いただいた。

ロボット支援下で
進化する低侵襲手術

再整備事業を経た附属病院には今、高度な先進医療を可能にする
機器や技術が充実し、より多くの命を救える環境が整ってきた。
三股浩光病院長に、その現状と展望について伺った。

●

●


